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一年が経つのも早いもので昨年の 7 月から始まった中田年度も残すところ 1 ヶ月弱となりました。今

年度は、3 回のワクチン接種の効果や 2 年の間に学んだ経験のおかげで、柔軟な対応策を取ることがで

き、納涼会と 2 回の他クラブとの合同例会以外は、ほとんどの活動を予定通り行う事ができました。そ

れぞれの委員会の委員長様、会員の皆様に感謝申し上げます。 

最後に残っているのが 6 月 18 日（土）開催予定のロータリー奉仕デー「郷津海岸の清掃活動」です。

現在 27 名のご登録をいただいております。当日は、宜しくお願いいたします。 

また、新潟日報様、上越タイムス様など報道機関各社におかれましては、新潟県のすべてのロータリー

クラブが一斉にガバナーの合図で海岸清掃を行いますのでロータリー活動の広報をお願いできればと思

います。 

そして、今年度に起こったものでまだ、解決の糸口が見えないものが 1 つあります。 

ロシアのウクライナへの侵攻です。皆様からもご寄付をいただき、高田クラブから 2,000 ㌦を寄付しま

したが、世界中のクラブからロータリー財団へ 1500 万ドル以上（日本円で 19 億円以上）のご寄付が寄

せられ、災害救援補助金として活用されております。 

ウクライナには 62 のロータリークラブと 6 つの衛星クラブが有り会員数は約 1,100 人です。 

また、ローターアクトクラブは 24 有り、300 人以上の会員数です。それぞれのクラブがこの補助金を活

用し、医療物資、食料などの物資の調達や配達にそしてその他の活動に役立てていただいています。ま

た、隣接するポーランドのクラブをはじめとするヨーロッパのクラブにおいても、この補助金を様々な

支援に役立てていただいています。まだまだ、先が見えません。 

新年度になりましても、高田クラブとして更なる支援もお考えいただければと思います。 

本日の卓話は国土交通省北陸地方整備局高田河川国道事務所  堀 尚紀所長様より卓話いただきます。

ご静聴お願いいたします。 

 

 
出席率 100％ 
 

 
本山秀樹君（6/1 新井妙高 RC、6/2 越後春日山 RC
事前訪問） 

 

第39回例会 6月 3日(金) №36 

 
 

星 則雄・西條英夫・猪股耐真男・鈴木陽一 
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渡邉 隆君：6/28 古野慧選手 北京オリンピック
出場報告のご案内 

 

 

 

 

配布物：週報№35、ロータリーの友 6 月号 

回覧物：ガバナー月信 6 月号、2022-23 年度地区大

会のご案内 

 

 

 

国土交通省北陸地方整備局 高田河川国道事務所 

事務所長 堀 尚紀 様 

 

 

今年度最終の例会卓話は、国土交通省北陸地方整備局高田河川国道事務所の

事務所長 掘 尚紀様より「最近の国土交通行政について ①髙田河川事務所

の取り組みと②交通行政のトピックス」についてお話をいただきました。 

 

 

 
 

 
 

最近の国土交通行政について 
 


